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平成 27 年 1 ⽉ 28 ⽇ 
各 位 

東京都千代⽥区外神⽥四丁⽬ 14 番１号
株  式  会  社  ア  ク  セ  ル
代 表 取 締 役 社 ⻑ 松 浦 ⼀ 教
（コード番号 6730 東証第 1 部）
問い合わせ先  
取締役 管理グループ 
ゼネラルマネージャー 千  代  進  弘 

電  話 0 3 – 5 2 9 8 – 1 6 7 0 
 

⾮連結決算への移⾏及び平成 27 年 3 ⽉期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
当社は、下記理由により平成 27 年 3 ⽉期通期決算より⾮連結決算に移⾏いたします。また、⾮

連結決算への移⾏に伴い、業績⾒通しの精査を実施いたしました。以上により、平成 27 年 1 ⽉ 28
⽇開催の取締役会において、⾮連結決算への移⾏及び平成 26 年 8 ⽉ 15 ⽇付けの「業績予想の修正
に関するお知らせ」にて公表しました平成 27 年 3 ⽉期の通期業績予想につきまして、下記の通り
修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 
１．⾮連結決算への移⾏理由 
 平成 26 年 10 ⽉ 24 ⽇付けの「連結⼦会社からの事業譲受け及び当該⼦会社の解散に関するお知ら
せ」の通り、当社 100％⼦会社である株式会社ニューゾーンは 12 ⽉ 1 ⽇付けにて解散決議をし、現在
清算⼿続きを進めております。そのため、当社は平成 27 年３⽉期通期決算より連結⼦会社が存在しない
「⾮連結会社」となるため、⾮連結決算に移⾏いたします。 
 
２．連結業績予想から個別業績予想への移⾏ 
 当社は上記の理由により、本⽇公表の「平成 27 年３⽉期 第 3 四半期決算短信」より、平成 27 年３
⽉期の通期業績予想につきまして、連結の業績予想を取りやめ個別の業績予想のみの開⽰といたします。 
 
３．業績予想の修正について 
平成 27 年 3 ⽉期  通期個別業績予想数値の修正（平成 26 年 4 ⽉ 1 ⽇〜平成 27 年 3 ⽉ 31 ⽇） 

 売 上 ⾼ 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

 
前回発表予想（A） 

百万円 
10,700 

百万円
1,400

百万円
1,400

百万円 
1,000 

円 銭
80.63

今回修正予想（B） 11,000 1,600 1,600 1,100 88.69

増減額（B - A） 300 200 200 100 －

増減率（％） 2.8 14.3 14.3 10.0 －

（ご参考） 
前期実績 

11,035 2,067 2,070 1,045 84.26

（注）平成 26 年 8 ⽉ 15 ⽇の公表時には記載されていない営業利益項⽬を追加しております。 
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業績予想の修正理由 
⾮連結決算への移⾏に伴い、業績⾒通しの精査を実施いたしました。 
売上⾼につきましては、計画⽐ 300 百万円増の 11,000 百万円（計画⽐ 2.8％増）に修正いたします。

主⼒製品であるパチンコ・パチスロ機市場向けグラフィックス LSI につきましては、販売個数の⾒通し
に変更はありませんが、製品構成の変動により販売額は若⼲未達となる⾒通しとなりました。⼀⽅、その
他製品では、同市場向け LED ドライバ LSI の販売が、特定顧客の需要動向により計画を上回る⾒通しと
なりました。 

売上総利益につきましては、計画値 4,700 百万円に変更はありません。売上総利益率では、相対的に
利益率の低い製品の販売⽐率が上昇する⾒通しとなったため、計画⽐で 1.2 ポイントほど低下する⾒通
しとなっています。 

続いて、販売費及び⼀般管理費につきましては、主に研究開発費の⽀出計画の⾒直しにより 200 百万
円減の 3,100 百万円（同 6.1％減）に⾒直しました。以上により、営業利益 1,600 百万円（計画⽐ 
14.3％増）、経常利益 1,600 百万円（同 14.3％増）、当期純利益 1,100 百万円（同 10.0％増）に修正
いたします。なお、株式会社ニューゾーンの解散及び清算に伴う関連費⽤等を特別損失に 30 百万円⾒込
んでおります。 
 
 
（参考）平成 27 年 3 ⽉期  通期連結業績予想（平成 26 年 4 ⽉ 1 ⽇〜平成 27 年 3 ⽉ 31 ⽇） 

 売 上 ⾼ 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

 
前回発表予想 

百万円 
10,700 

百万円
1,350

百万円
1,350

百万円 
950 

円 銭
76.59

 
 
（注）上記の予想は、本資料発表⽇現在において⼊⼿可能な情報に基づき作成したものであります。実際

の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 

以 上 


